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  百万円未満四捨五入

１．2018年３月期第１四半期の連結業績（2017年４月１日～2017年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上収益 営業利益 税引前四半期利益 四半期利益 
親会社の 

所有者に帰属する 
四半期利益 

四半期包括利益 
合計額 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
2018年３月期第１四半期 83,132 5.4 5,843 △8.8 6,124 30.2 3,830 79.5 3,300 111.1 4,393 － 
2017年３月期第１四半期 78,867 △7.9 6,409 2.7 4,704 △26.6 2,134 △41.1 1,563 △50.6 △9,416 － 
 

  
基本的１株当たり 

四半期利益 
希薄化後１株当たり 

四半期利益 
  円 銭 円 銭 
2018年３月期第１四半期 44.62 － 
2017年３月期第１四半期 21.14 － 
 

（２）連結財政状態 

  資産合計 資本合計 
親会社の所有者に 

帰属する持分 
親会社の所有者に 
帰属する持分比率 

  百万円 百万円 百万円 ％ 

2018年３月期第１四半期 271,862 195,181 172,760 63.5 

2017年３月期 266,851 193,883 170,420 63.9 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
2017年３月期 － 20.00 － 20.00 40.00 
2018年３月期 －         
2018年３月期（予想）   20.00 － 20.00 40.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．2018年３月期の連結業績予想（2017年４月１日～2018年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益 親会社の所有者に 
帰属する当期利益 

基本的１株当たり 
当期利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 164,000 4.8 9,200 △24.5 9,500 △8.7 5,100 △3.0 4,100 △1.4 55.44 

通期 326,000 0.1 20,000 △12.9 20,200 △2.6 13,200 △0.3 11,500 3.8 155.49 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社（社名)   、除外 －社（社名) 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：無 

②  ①以外の会計方針の変更                ：無 

③  会計上の見積りの変更                  ：無 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2018年３月期１Ｑ 73,985,246 株 2017年３月期 73,985,246 株 

②  期末自己株式数 2018年３月期１Ｑ 26,444 株 2017年３月期 26,299 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2018年３月期１Ｑ 73,958,875 株 2017年３月期１Ｑ 73,959,179 株 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

   本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき当社の経営 

   者が判断した予想であり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる 

   仮定等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情 

   報に関する説明」をご参照ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（2017年４月１日から2017年６月30日まで）の売上収益は、831億３千２百万円と

前年同期に比べ42億６千５百万円の増収となりました。二輪車・汎用製品では227億８千３百万円と前年同期に

比べ33億３千６百万円の増収、四輪車製品では603億４千９百万円と前年同期に比べ９億２千９百万円の増収と

なりました。利益においては、売上増に伴う利益の増加や合理化効果などはあるものの、減価償却費や研究開発

費の増加などにより、営業利益は58億４千３百万円と前年同期に比べ、５億６千６百万円の減益となりました。

親会社の所有者に帰属する四半期利益は、前年同期の為替差損が反転したことなどにより、17億３千７百万円増

益の33億百万円となりました。

 

セグメント別売上収益の状況 

（日 本）

 二輪車・汎用製品は、主に国内向け製品の販売が増加しました。四輪車製品は、主に国内向け製品の販売が増

加しました。 

 これらに加え、為替換算上の増収影響により、売上収益は339億６千４百万円と前年同期に比べ42億５千５百万

円の増収となりました。 

（米 州）

 二輪車・汎用製品は、南米での販売が増加しました。四輪車製品は、北米での販売が減少しました。全体では 

販売は減少となりました。 

 これらにより、為替換算上の増収影響はあるものの、売上収益は253億７千５百万円と前年同期に比べ32億４千

９百万円の減収となりました。 

（アジア）

 二輪車・汎用製品は、主にインドやタイ、ベトナムでの販売が増加しました。四輪車製品はインドネシアで販

売が減少しました。全体では販売は増加となりました。 

 これらに加え、為替換算上の増収影響により、売上収益は257億７千４百万円と前年同期に比べ25億５千６百万

円の増収となりました。 

（中 国）

  二輪車・汎用製品や四輪車製品の販売が増加しました。 

  これらにより、為替換算上の減収影響にあるものの、売上収益は199億５千５百万円と前年同期に比べ38億２千

６百万円の増収となりました。 

 

（注）セグメント別売上収益は、セグメント間の内部売上収益を含んでおります。 

 

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び資本の状況 

 当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、2,718億６千２百万円となり、前期末に比べ50億１千２百万円の

増加となりました。 

 各項目別の主な要因は次のとおりです。 

（流動資産） 

 流動資産は1,513億９千８百万円と、前期末に比べ42億４千３百万円増加しました。これは主に営業債権及び

その他の債権の減少はあるものの、現金及び現金同等物や棚卸資産の増加によるものです。 

（非流動資産） 

 非流動資産は1,204億６千４百万円と、前期末に比べ７億６千８百万円増加しました。これは主に有形固定資

産の増加によるものです。 

（流動負債） 

 流動負債は678億３千４百万円と、前期末に比べ39億１千５百万円増加しました。これは主に営業債務及びそ

の他の債務や未払法人所得税等の増加によるものです。 

（非流動負債） 

 非流動負債は88億４千８百万円と、前期末に比べ２億１百万円減少しました。これは主に繰延税金負債の減少

によるものです。 

（資本） 

 資本は1,951億８千１百万円と、前期末に比べ12億９千８百万円増加しました。これは主に利益剰余金の増加

によるものです。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当連結会計年度（2017年４月１日から2018年３月31日まで）における連結業績の見通しを下記のとおり修正い

たします。

 売上収益においては、二輪車・汎用製品および四輪車製品の販売増加や、為替換算上の影響により、前回発表

を上回る見込みです。利益においては、売上増に伴う利益の増加や為替の影響などにより前回発表を上回る見込

みです。

 なお、為替レートは、通期平均で１米ドル＝110.37円（第２四半期以降は１米ドル＝110.00円）を前提として

おります。

 

 連結業績の見通し

   （通期）

    売上収益      3,260億円   前期比     0.1%

    営業利益       200億円   前期比   △12.9%

    税引前利益      202億円   前期比   △ 2.6%

    当期利益       132億円   前期比   △ 0.3%

    親会社の所有者に

    帰属する当期利益   115億円   前期比     3.8%
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

（単位：百万円）
 

  注記
前連結会計年度

（2017年３月31日）
 

当第１四半期連結会計期間
（2017年６月30日）

資産        

流動資産        

現金及び現金同等物   39,549   43,660

営業債権及びその他の債権   56,982   54,635

その他の金融資産   2,695   2,719

棚卸資産   45,771   47,769

その他の流動資産   2,158   2,615

流動資産合計   147,155   151,398

 

非流動資産
       

有形固定資産   97,148   98,285

無形資産   6,178   6,081

営業債権及びその他の債権   237   233

その他の金融資産   5,341   4,974

退職給付に係る資産   3,529   3,513

繰延税金資産   4,302   4,120

その他の非流動資産   2,960   3,259

非流動資産合計   119,695   120,464

資産合計   266,851   271,862
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（単位：百万円）

 

  注記
前連結会計年度

（2017年３月31日）
 

当第１四半期連結会計期間
（2017年６月30日）

負債及び資本        

負債        

流動負債        

営業債務及びその他の債務   52,222   53,585

借入金   8,590   8,879

その他の金融負債   831   779

未払法人所得税等   1,141   2,050

引当金   406   1,062

その他の流動負債   728   1,478

流動負債合計   63,919   67,834

 

非流動負債
       

その他の金融負債   89   82

退職給付に係る負債   2,445   2,617

引当金   188   190

繰延税金負債   5,158   4,746

その他の非流動負債   1,169   1,213

非流動負債合計   9,049   8,848

負債合計   72,968   76,682

 

資本
       

資本金   6,932   6,932

資本剰余金   9,258   9,258

利益剰余金   144,708   146,528

自己株式   △39   △39

その他の資本の構成要素   9,560   10,080

親会社の所有者に帰属する持分合計   170,420   172,760

非支配持分   23,462   22,420

資本合計   193,883   195,181

負債及び資本合計   266,851   271,862
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（２）要約四半期連結損益計算書

（単位：百万円）
 

  注記
前第１四半期連結累計期間
（自 2016年４月１日
至 2016年６月30日）

 
当第１四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年６月30日）

売上収益 ５ 78,867   83,132

売上原価   △65,765   △68,965

売上総利益   13,102   14,167

         

販売費及び一般管理費   △6,954   △8,279

その他の収益   290   153

その他の費用   △29   △198

営業利益 ５ 6,409   5,843

         

金融収益   99   329

金融費用   △1,803   △47

税引前四半期利益   4,704   6,124

         

法人所得税費用   △2,571   △2,294

四半期利益   2,134   3,830 

         

四半期利益の帰属        

親会社の所有者   1,563   3,300

非支配持分   570   530

四半期利益   2,134   3,830

         

１株当たり四半期利益        

基本的１株当たり四半期利益（円） ６ 21.14   44.62
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（３）要約四半期連結包括利益計算書

（単位：百万円）
 

  注記
前第１四半期連結累計期間
（自 2016年４月１日
至 2016年６月30日）

 
当第１四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年６月30日）

四半期利益   2,134   3,830

         

その他の包括利益        

純損益に振り替えられることのない項目        

その他の包括利益を通じて公正価値で

測定される金融資産の利得及び損失
  △533   △257

純損益に振り替えられることのない

項目合計
  △533   △257

純損益に振り替えられる可能性のある項目        

在外営業活動体の換算差額   △11,017   820

純損益に振り替えられる可能性の

ある項目合計
  △11,017   820

税引後その他の包括利益   △11,550   564

四半期包括利益   △9,416   4,393

         

四半期包括利益の帰属        

親会社の所有者   △8,151   3,819

非支配持分   △1,266   574

四半期包括利益   △9,416   4,393
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（４）要約四半期連結持分変動計算書

前第１四半期連結累計期間（自 2016年４月１日 至 2016年６月30日）

（単位：百万円）
 

  注記
親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

期首残高   6,932 9,524 133,029 △38

四半期包括利益          

四半期利益   － － 1,563 －

その他の包括利益   － － － －

四半期包括利益合計   － － 1,563 －

所有者との取引等          

配当   － － △1,331 －

自己株式の取得   － － － △0

所有者との取引等合計   － － △1,331 △0

期末残高   6,932 9,524 133,261 △38

 

  注記

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 資本合計

その他の資本の構成要素

親会社の
所有者に
帰属する
持分合計

その他の
包括利益を
通じて公正
価値で測定
される金融
資産の利得
及び損失

在外営業
活動体の
換算差額

合計

期首残高   2,863 6,985 9,847 159,295 23,226 182,521

四半期包括利益              

四半期利益   － － － 1,563 570 2,134

その他の包括利益   △533 △9,181 △9,714 △9,714 △1,836 △11,550

四半期包括利益合計   △533 △9,181 △9,714 △8,151 △1,266 △9,416

所有者との取引等              

配当   － － － △1,331 △2,066 △3,397

自己株式の取得   － － － △0 － △0

所有者との取引等合計   － － － △1,331 △2,066 △3,397

期末残高   2,330 △2,196 133 149,813 19,895 169,708
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当第１四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年６月30日）

（単位：百万円）
 

  注記
親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

期首残高   6,932 9,258 144,708 △39

四半期包括利益          

四半期利益   － － 3,300 －

その他の包括利益   － － － －

四半期包括利益合計   － － 3,300 －

所有者との取引等          

配当   － － △1,479 －

自己株式の取得   － － － △0

所有者との取引等合計   － － △1,479 △0

期末残高   6,932 9,258 146,528 △39

 

  注記

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 資本合計

その他の資本の構成要素

親会社の
所有者に
帰属する
持分合計

その他の
包括利益を
通じて公正
価値で測定
される金融
資産の利得
及び損失

在外営業
活動体の
換算差額

合計

期首残高   3,124 6,436 9,560 170,420 23,462 193,883

四半期包括利益              

四半期利益   － － － 3,300 530 3,830

その他の包括利益   △257 776 520 520 44 564

四半期包括利益合計   △257 776 520 3,819 574 4,393

所有者との取引等              

配当   － － － △1,479 △1,616 △3,095

自己株式の取得   － － － △0 － △0

所有者との取引等合計   － － － △1,479 △1,616 △3,095

期末残高   2,868 7,212 10,080 172,760 22,420 195,181
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（５）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）
 

  注記
前第１四半期連結累計期間
（自 2016年４月１日
至 2016年６月30日）

 
当第１四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー        

税引前四半期利益   4,704   6,124

減価償却費及び償却費   4,108   4,343

減損損失   7   28

受取利息及び受取配当金   △99   △141

支払利息   79   47

固定資産売却損益（△は益）   △9   1

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加）   3,582   2,554

棚卸資産の増減額（△は増加）   △2,439   △1,764

営業債務及びその他の債務の増減額（△は減少）   △3,747   △89

引当金の増減額（△は減少）   47   655

退職給付に係る負債の増減額（△は減少）   113   185

その他   1,038   454

小計   7,385   12,396

利息の受取額   59   102

配当金の受取額   39   40

利息の支払額   △82   △41

法人所得税の支払額   △1,768   △1,362

営業活動によるキャッシュ・フロー   5,632   11,136

投資活動によるキャッシュ・フロー        

定期預金の純増減額（△は増加）   171   △66

有形固定資産及び無形資産の取得による支出   △3,317   △3,827

有形固定資産及び無形資産の売却による収入   53   1

貸付けによる支出   △96   △116

貸付金の回収による収入   188   117

その他   △37   △324

投資活動によるキャッシュ・フロー   △3,037   △4,215

財務活動によるキャッシュ・フロー        

短期借入金の純増減額（△は減少）   △887   427

長期借入金の返済による支出   △136   △139

親会社の所有者への配当金の支払額   △1,331   △1,479

非支配持分への配当金の支払額   △2,066   △1,616

自己株式の取得による支出   △0   △0

その他   △89   △172

財務活動によるキャッシュ・フロー   △4,509   △2,980

 現金及び現金同等物に係る換算差額   △1,134   170

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）   △3,048   4,111

現金及び現金同等物の期首残高   39,515   39,549

現金及び現金同等物の四半期末残高   36,467   43,660
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（６）継続企業の前提に関する注記

 該当事項はありません。

 

（７）要約四半期連結財務諸表注記

１．報告企業

 株式会社ケーヒン（以下、「当社」）は日本に所在する企業であります。当社グループの要約四半期連結財務

諸表は、2017年６月30日を期末日とし、当社及びその連結子会社により構成されております。当社グループは、

自動車部品の製造販売を主な事業としております。

 

２．作成の基礎

(1）IFRSへの準拠

 当社グループの要約四半期連結財務諸表は、国際会計基準審議会によって公表された国際会計基準（以下、

「IFRS」）に準拠して作成しております。当社は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する

規則」（平成19年内閣府令第64号）第１条の２に掲げる「指定国際会計基準特定会社」の要件をすべて満たし

ているため、同第93条の規定により、IAS第34号「期中財務報告」に準拠して作成しております。

 要約四半期連結財務諸表は、連結会計年度の連結財務諸表で要求される全ての情報は含まれていないため、

前連結会計年度の連結財務諸表と併せて利用されるべきものであります。 

 

(2）測定の基礎

 当社グループの要約四半期連結財務諸表は、公正価値で測定されている特定の金融商品等を除き、取得原価

を基礎として作成しております。

 

(3）機能通貨及び表示通貨

 当社グループの要約四半期連結財務諸表は、当社の機能通貨である日本円を表示通貨としており、百万円未

満を四捨五入しております。

 

３．重要な会計方針

 本要約四半期連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、前連結会計年度に係る連結財務諸表において

適用した会計方針と同一であります。

 

４．重要な会計上の見積り及び見積りを伴う判断

 要約四半期連結財務諸表の作成において、経営者は、会計方針の適用並びに資産、負債、収益及び費用の金額

に影響を及ぼす判断、見積り及び仮定の設定をしております。ただし、実際の業績は、これらの見積りとは異な

る結果となる可能性があります。

 見積り及びその基礎となる仮定は継続して見直しております。会計上の見積りの変更による影響は、その見積

りを変更した会計期間及び影響を受ける将来の会計期間において認識しております。

 経営者が行った要約四半期連結財務諸表の金額に重要な影響を与える見積り及び判断は、前連結会計年度と同

様であります。
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５．セグメント情報

(1）報告セグメントの概要

 当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社は、主に自動車部品の生産・販売を行っており、地域性を重視した経営組織と生産・販売体制を基礎と

した「日本」、「米州」、「アジア」及び「中国」の４つを報告セグメントとしております。

  また、欧州地域における事業は、地域統括部門を設置せずに日本で管理しているため、「日本」セグメント

に含めております。 

 

(2）セグメント収益及び業績 

 当社グループの報告セグメントによる収益及び業績は以下のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間（自 2016年４月１日 至 2016年６月30日）

 

報告セグメント
調整額
(百万円)

連結
(百万円)日本

(百万円)
米州

(百万円)
アジア

(百万円)
中国

(百万円)
計

(百万円)

売上収益              

外部顧客への売上収益 16,242 27,144 20,824 14,657 78,867 － 78,867

セグメント間の内部売上収益 13,467 1,480 2,394 1,472 18,813 △18,813 －

計 29,709 28,624 23,219 16,129 97,681 △18,813 78,867

営業利益又は損失（△） △738 1,454 2,903 1,502 5,121 1,288 6,409

金融収益 － － － － － － 99

金融費用 － － － － － － △1,803

税引前四半期利益 － － － － － － 4,704

（注）１ セグメント間の内部売上収益は、独立企業間価格に基づいております。

２ 売上収益の調整額は、セグメント間の内部売上収益であります。また、営業利益又は損失（△）の調整額

は、棚卸資産及び固定資産に関するセグメント間の内部利益消去額であります。

 

当第１四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年６月30日）

 

報告セグメント
調整額
(百万円)

連結
(百万円)日本

(百万円)
米州

(百万円)
アジア

(百万円)
中国

(百万円)
計

(百万円)

売上収益              

外部顧客への売上収益 18,752 23,532 23,061 17,787 83,132 － 83,132

セグメント間の内部売上収益 15,212 1,843 2,714 2,167 21,936 △21,936 －

計 33,964 25,375 25,774 19,955 105,068 △21,936 83,132

営業利益又は損失（△） △704 629 2,777 1,755 4,457 1,385 5,843

金融収益 － － － － － － 329

金融費用 － － － － － － △47

税引前四半期利益 － － － － － － 6,124

（注）１ セグメント間の内部売上収益は、独立企業間価格に基づいております。

２ 売上収益の調整額は、セグメント間の内部売上収益であります。また、営業利益又は損失（△）の調整額

は、棚卸資産及び固定資産に関するセグメント間の内部利益消去額であります。
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６．１株当たり利益

 基本的１株当たり四半期利益及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

 なお、希薄化効果を有する潜在的普通株式はありません。

 

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2016年４月１日
至 2016年６月30日）

 
当第１四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年６月30日）

親会社の所有者に帰属する四半期利益（百万円） 1,563   3,300

       

期中平均普通株式数（株） 73,959,179   73,958,875

       

基本的１株当たり四半期利益（円） 21.14   44.62

 

７．後発事象

 該当事項はありません。
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増 減 増減率 増 減 増減率

　売上収益　 （億円） 788.7 831.3 42.7 5.4% 3,255.5 3,260.0 4.5 0.1%

　二輪車・汎用製品 194.5 227.8 33.4 17.2% 828.7 900.0 71.3 8.6%

　四輪車製品 594.2 603.5 9.3 1.6% 2,426.8 2,360.0 △ 66.8 △2.8%

　営業利益 （億円） 64.1 58.4 △ 5.7 △8.8% 229.5 200.0 △ 29.5 △12.9%

　＜利益率＞ 8.1% 7.0% 7.1% 6.1%

　税引前四半期（当期）利益 （億円） 47.0 61.2 14.2 30.2% 207.3 202.0 △ 5.3 △2.6%

　＜利益率＞ 6.0% 7.4% 6.4% 6.2%

　営業利益増減要因 （億円）

　売上変動・構成差

　合理化

　原材料コスト

　研究開発費 

　減価償却費及び償却費、労務費

　新機種立上げ、経費削減他

　金融収益・費用増減要因 （億円）

　為替

　その他

　１米ドル 108.53 108.80

（円） 　１タイバーツ 3.07 3.10

　１中国元 16.49 16.12

　１インドルピー 1.63 1.62

＊インドネシアルピアは 　１インドネシアルピア 0.82 0.82
　100単位あたりのレート 　１ブラジルレアル 31.27 33.21

 報告セグメント 売上収益　（億円） 788.7 831.3 42.7 5.4% 3,255.5 3,260.0 4.5 0.1%

　日本 297.1 339.6 42.6 14.3% 1,369.4 1,444.0 74.6 5.4%

　米州 286.2 253.8 △ 32.5 △11.4% 1,088.3 954.0 △ 134.3 △12.3%

　アジア 232.2 257.7 25.6 11.0% 968.8 1,016.0 47.2 4.9%

　中国 161.3 199.5 38.3 23.7% 739.3 752.0 12.7 1.7%

　連結調整 △ 188.1 △ 219.4 △ 31.2 - △ 910.4 △ 906.0 4.4 -

営業利益 （億円） 64.1 58.4 △ 5.7 △8.8% 229.5 200.0 △ 29.5 △12.9%

　日本 △ 7.4 △ 7.0 0.3 - 34.6 25.0 △ 9.6 △27.8%

　米州 14.5 6.3 △ 8.2 △56.7% 32.8 21.0 △ 11.8 △36.1%

　アジア 29.0 27.8 △ 1.3 △4.3% 109.6 107.0 △ 2.6 △2.3%

　中国 15.0 17.6 2.5 16.9% 58.9 41.0 △ 17.9 △30.4%

　連結調整 12.9 13.9 1.0 7.5% △ 6.5 6.0 12.5 －

（億円表示の数値は、百万円を四捨五入しております）

第１四半期決算　参考資料（1）　 

2016年度
実 績

2017年度
実 績

2017年度
見通し

通期（12ヶ月通算）

2016年度
実績

２０１７年度

△ 5.7 △ 29.5

第１四半期連結累計期間（３ヶ月間）

25.6

0.8

5.6 △ 39.7

△ 8.1 △ 0.5

19.9 24.3

　為替 △ 3.6 5.8

54.4

△ 4.4 △ 29.0

△ 5.2 △ 16.5

△ 2.0 △ 4.0

12.0

　為替（売上）レート 111.42

0.84

1.74

16.30

3.25

0.82

34.46 34.57

△ 1.3

19.1

3.16

16.06

110.37

1.71

2017年8月4日



連結対象会社（31社）

日本セグメント（10社）
100.00% 100.00%
100.00% 100.00%
100.00% 100.00%
100.00% 100.00%
51.00% 51.00%

100.00% 100.00%
55.00% ※１ 55.00% ※１

100.00% ※２ 100.00% ※２
100.00% 100.00%
100.00% 100.00%

米州セグメント（8社→7社）

75.10% 75.10%
75.10% ※３ 75.10% ※３
80.08% ※３ - ※４
75.10% ※３ 75.10% ※３
75.10% ※３ 75.10% ※３

100.00% ※２ 100.00% ※２
100.00% 100.00%
70.00% 75.28% ※５

アジアセグメント（11社→10社）

100.00% 100.00%
57.02% 57.02%
85.00% ※６ 85.00% ※６
97.50% ※７ 97.50% ※７

100.00% 100.00%
100.00% ※８ 100.00% ※９
74.00% 74.00%

100.00% ※１０ - ※１１
100.00% ※１２ 100.00% ※１２
51.00% 51.00%

100.00% ※１２ 100.00% ※１２

中国セグメント（４社）

100.00% 100.00%
100.00% 100.00%
100.00% ※１３ 100.00% ※１３
100.00% 100.00%

※１ ケーヒン･サーマル･テクノロジーが55%保有しています。
※２ ケーヒン･サーマル･テクノロジーが100%保有しています。
※３　 ケーヒンノースアメリカが100%保有しています。
※４ ケーヒンエアコンノースアメリカは4月にケーヒンアイピーティーマニュファクチュアリングと合併し、

ケーヒンアイピーティーマニュファクチュアリングを存続会社としております。
※５ 2016年10月に当社が増資したことにより、出資比率が変更になっております。
※６ 当社が25%、ケーヒンアジアバンコクが60%保有しています。
※７　 ケーヒン･サーマル･テクノロジーが97.5%保有しています。
※８　 当社が24.2%、ケーヒンアジアバンコクが75.8%保有しています。
※９ 当社が16.7%、ケーヒンアジアバンコクが83.3%保有しています。
※10 当社が50%、ケーヒンアジアバンコクが50%保有しています。
※11 ケーヒンオートモーティブシステムズインディアは6月にケーヒンインディアマニュファクチュアリングと合併し、

ケーヒンインディアマニュファクチュアリングを存続会社としております。
※12 ケーヒンアジアバンコクが100%保有しています。
※13 東莞京濱汽車電噴装置が100%保有しています。

前年同期出資比率 当四半期出資比率

当四半期出資比率

ケーヒンサクラ
ケーヒン那須
ケーヒンワタリ
ケーヒンエレクトロニクステクノロジー
ケーヒンバルブ
ケーヒン･サーマル･テクノロジー
京濱大洋冷暖工業（大連）
ケーヒン･サーマル･テクノロジー･チェコ
ケーヒンヨーロッパ
ケーヒンセールスアンドデベロップメントヨーロッパ

前年同期出資比率
ケーヒンノースアメリカ

ケーヒンアイピーティーマニュファクチュアリング
ケーヒンミシガンマニュファクチュアリング

2017年度

　第１四半期決算　参考資料（２）　 

ケーヒン･サーマル･テクノロジー･オブ･アメリカ
ケーヒン・デ・メキシコ
ケーヒンテクノロジア・ド･ブラジル

前年同期出資比率

ケーヒンカロライナシステムテクノロジー
ケーヒンエアコンノースアメリカ

当四半期出資比率
ケーヒンアジアバンコク

前年同期出資比率 当四半期出資比率

ケーヒン（タイランド）
ケーヒンオートパーツ（タイランド）
ケーヒン･サーマル･テクノロジー（タイランド）
ケーヒンインドネシア
ケーヒンインディアマニュファクチュアリング
ケーヒンエフ・アイ・イー
ケーヒンオートモーティブシステムズインディア

東莞京濱汽車電噴装置
京濱（武漢）汽車零部件
京濱電子装置研究開発（上海）

ケーヒンベトナム
台灣京濱化油器
ケーヒンマレーシアマニュファクチュアリング

南京京濱化油器

2017年8月4日
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